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公共交通網形成の一翼を担い地域を創生する―

～人口減少下の高齢化―外出をサポートする交通システム構築方策とPDCA手法の採用～
　　　　　　　　　　―デマンド交通サービスの運営・経営手法と地域(関係者)の合意形成

■
■  

13:00

 ～ 　

(休憩)

　 ～

16:50

１．デマンド交通とは何か
　(1)デマンド交通の意味と仕組み　　　　　(2)デマンド交通のこれまでの歩み　　　(3)デマンド交通の位置づけ
２．なぜデマンド交通がもてはやされたのか
　(1)デマンド交通のメリット  　　(2)国の施策におけるデマンド交通の位置づけとその変遷　(3)2000年代における成功事例がブームを呼んだ
３．デマンド交通が検討された背景
　(1)少子高齢社会の到来による移動環境の変化　　　　(2)無理が出てきたマイカー依存社会　　　　　(3)従来型の公共交通の縮小とその限界　　　
　(4)デマンド交通導入の動機　　　　　　　　　　　　(5)どちらかというと合意形成より「導入」が目的化
４．実際に導入してみてどうだったのか
　(1)果してコストダウンになったのか　　　　(2)利用者にとっては、住民にとっては、どうだったのか　　　(3)トータルでの利便性は高まったのか　 
    (4)バスやタクシー撤退を誘発したケースも　(5)デマンド交通自体中止に到るケースも
５．デマンド交通の課題
　(1)メリットと裏腹のデメリットにも要・着目　　　　　　  (2)(乗合交通なのに)なぜ乗合率が低いのか　　　　　(3)利用者の持つ抵抗感
    (4)今の財政負担や委託費の仕組みは正しいのか　   　　(5)ブームの中での事業展開にともなう課題    　
　(6)政治が絡むと本質を見失いがちなデマンド交通　　　(7)よそ者には使えないデマンド交通(公共交通機能の確保)
６．これからのデマンド交通の考え方
　(1)デマンド交通は「安いタクシー」であってはならない　　　　　　　(2)導入・見直しにおいてしなければならない議論
　(3)全体的な合意形成の必要性と行政主導の場合の範囲　　　　　　 (4)ロケーションによって異なる適合性
　(5)都市圏で導入するなら地域を決めてきちんとかませるべき　　　　 (6)アナログでローコスト運行のデマンド交通の優位性
    (7)福祉移送サービスや空白地域有償・カーシェアとの関係
７．一般タクシーを活用した地域交通の考え方
    (1)タクシーは究極のデマンド交通　　　　(2)山口市・豊丘村(長野)などにおけるタクシー活用とその成果　　　(3)一般タクシー活用のメリット
８．地域がつくり・守り・育てる仕組みづくり
　(1)地域交通を持続させるために必要な役割分担　　　　(2)みんなが当事者　　　　(3)育ち始めた地域主体のコミュニティ交通

―デマンド交通のパイオニア―

＜質疑応答＞

≪鈴木氏プロフィール≫



◎全国で地域生活交通の検討に携
　わる著者が紐解くデマンド交通40
　年の歴史と約200の事例の評価
　(図表・写真・資料等を収録)
◎ブームの危険性と計画者、事業
　者に求められる考え方
◎究極のデマンド交通としての
　タクシーの活用戦略

１．デマンド交通～その歩みと特性～
２．地域公共交通の維持・活性化の視点から見る
　　　　　　　　　　　　　　　　 デマンド交通とその位置づけ
３．デマンド交通導入事例増加の背景

１．デマンド交通の落とし穴
２．デマンド交通の特性・適正と課題
　　　　　　　～本当にデマンド交通が必要とされているのか～

１．交通ネットワーク構築上の役割
　　　　　～デマンド交通と路線バス、タクシー、ＳＴＳとの機能分担
２．デマンド交通の事業採算のあり方と運行事業者の参画

１．どんなロケーションにどのようなデマンド交通が効果的なのか
２．タクシーは究極のデマンド交通
　　　　　　　～一般タクシーを活用した生活交通確保への挑戦～
３．超高齢化・人口減少社会におけるデマンド交通の近未来像


